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国有林の地域別の森林計画（平成2１年度樹立）の概要

近畿中国森林管理局

近畿中国森林管理局では、管内の４０森林計画区について、５年毎に「国有林の地

域別の森林計画」を樹立しています。

平成２１年度は、そのうち８森林計画区について、平成２２年４月１日からの１０

年間の計画を樹立します。

※「国有林の地域別の森林計画」とは・・・

森林管理局長が、全国森林計画に即して、森林計画区毎に、国有林野及び公有林野等官行造

林地の森林の整備及び保全に関する基本的な事項について、５年毎にたてる10年間の計画です。

具体的には、

○伐採立木材積その他森林の立木竹の伐採に関すること

○造林面積その他造林に関すること

○間伐立木材積その他間伐及び保育に関すること

○林道の開設その他林産物の搬出に関すること

○保安施設に関すること などについて計画をたてます。

江 の 川 上 流

江の川下流

Ⅰ 対象となる森林計画区

○樹立する森林計画区

能登（石川県）、湖北（滋賀県）、大阪(大阪府）、円山川（兵庫県）日野川（鳥

取県）、江の川下流(島根県）、江の川上流（広島県）、山口（山口県）
※ 上図緑色の森林計画区
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平成１８年９月、利用可能な資源の充実、森林に対するニーズの多様化、木材の需

要構造の変化と新たな動き等を踏まえ、①充実しつつある森林資源を活かしつつ、よ

り長期的な視点に立って緑の社会資本である森林づくりを推進すること、②国産材の

利用拡大を軸として林業・木材産業を再生し、国産材の復活を目指すことを基本方針

とする新たな「森林・林業基本計画」が策定され、全国森林計画についても、同計画

の考え方に即した計画が平成２０年に策定されました。

このため、本計画においては、５０年サイクルの森林づくりだけでなく、地域の特

色やニーズに応じ、資源を利用しながら広葉樹林化や長伐期化等の多様な森林づくり

を本格的に推進し、「１００年先を見通した森林づくり」を目指すとともに、流域全

体の保全のための治山対策を効果的に推進し、「流域の保全と災害による被害の軽減」

を目指すこととしています。

森林の多面的機能を持続的に発揮させ、地球環境の保全に貢献するため、様々な

ニーズに応じた将来の姿を描き、抜き伐り等の森林整備を計画的に推進していくこ

ととしています。

具体的には、①大径材を生産する場合には、主伐の時期を通常の伐採年齢の２倍

以上に引き上げ皆伐の頻度を低くする「長伐期化」を推進すること、②野生鳥獣の

生息環境、景観、森林の総合利用に配慮する場合には、スギやヒノキなどの抜き伐

りによる「広葉樹林化、針広混交林化」を推進すること、③土砂の流出を防ぐ場合

には、スギやヒノキを部分的に伐採し、その後に植栽等を行うことによる「複層林

化」を推進をすること、④地形が緩やかで樹木の成長が良く積極的に木材生産を行

う場合には、従来の施業を推進すること等に取り組みます。

Ⅱ 「森林・林業基本計画」、「全国森林計画」の考え方に即し

た計画の樹立

１ 100年先を見通した森林づくりの推進

―多様な姿の森林への誘導 ―

［針広混交林］［長伐期の森林］
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（１）機能類型に応じた森林づくりの推進

森林が持つ多面的な機能を総合的かつ高度に発揮させるため、機能類型に応じた森

林づくりを進めています。

新計画では、水源かん養機能を維持向上させるための保安林の指定等を踏まえ、機

能類型区分の見直しを行い、江の川下流森林計画区において水源のかん養や山地災害

の防止を重視する森林（水土保全林等）を 3,200ha増やしました。

[平成21年度樹立森林計画区の機能類型別森林面積の割合]

66%

19%

15%

８森林計画区（変更後）

水土保全林 森林と人との共生林 資源の循環利用林

51%

9%

40%

江の川下流（現行計画）

水土保全林 森林と人との共生林 資源の循環利用林

79%

10%
11%

江の川下流（変更後）

水土保全林 森林と人との共生林 資源の循環利用林

60%19%

21%

８森林計画区（現行計画）

水土保全林 森林と人との共生林 資源の循環利用林

［複層林］ ［木材生産林］
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※機能類型とは

国有林野を管理するにあたり、個々の森林ごとに、重点的に発揮すべき機能に応じて区分

した類型のことで、次の３つがあります。

①「水土保全林」 ･･･水源のかん養や山地災害の防止を重視します。

②「森林と人との共生林」･･･森林生態系の保全や生活環境の保全、森林空間の適切な利用

を重視します。

③「資源の循環利用林」 ･･･木材等の生産を重視します。

（２）多様な森林整備・保全の推進

ア）公益的機能を重視した森林づくり

本年度樹立の８計画区では、「水土保全林」及び「森林と人との共生林」(い

わゆる公益林)の面積が、全体の８５％を占めています。

森林の有する公益的機能に効果的な森林の造成を目指すため、①長伐期林、②

針広混交林、③複層林等の多様な森林づくりを積極的に推進します。

また、都市近郊や中山間などの里山については、地域住民と都市住民との連携

による自然環境や生活環境の保全を重視した森林づくりを推進します。

イ）歴史を未来につなぐ森林づくり

世界文化遺産等歴史的木造建築物の修復用資材の供給に取り組むとともに、こ

れらの建築物と一体となった森林環境の保全・造成を推進します。

ウ) 間伐の的確な実施による健全で多様な森林づくり

健全な森林の育成による二酸化炭素の吸収目標の達成及び多様な森林への誘導

に必要な間伐を的確に実施します。

〔参考〕 ８森林計画区の人工林の齢級別面積
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間伐を実施することにより、良質な木材を育てることができると同時に、林内が明るくな

るため、下層に植物が生えてきます。

このことによって、地表面がむき出しにならず、養分の豊富な土壌の流出が抑えられ、山

地災害を防止し水資源をかん養する機能が向上するほか、豊かな生態系が形成され、健全で

活力のある森林を造ることができます。

また、適時適切な間伐を実施するため、低コストで効果的な間伐ができる列状間

伐を積極的に導入します。

（３）効率的・効果的な森林整備の推進

ア）新しい作業システムや技術の普及

間伐の実施及び多様な姿の森林への誘導に当たって、次のことに取り組みます。

① 路網と高性能林業機械を組み合わせた低コスト路網生産システムの普及・定着

に努めます。

［要間伐林分］ ［間伐実施後］

［列状間伐実施後の森林］ ［列状間伐実施後数年の森林］
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② 自然に生えてくる樹木を育てて森林をつくる(天然更新)技術の開発・普及に努

めます。

イ）民有林との連携による森林整備の推進

森林吸収目標の達成に必要な間伐を的確に実施し、木材を安定的に供給してい

くため、民有林との共同施業団地の設定等に積極的に取り組みます。

国産材の利用拡大を軸とした林業・木材産業の再生を実現するため、国有林と

民有林が連携した間伐の生産性向上、需要者ニーズに対応した国産材の安定供給

体制の整備を強力に推進します。

国民の安全・安心の確保を図るため、次のことに取り組みます。

① 豪雨や地震、流木などによる山

地災害を防止し、被害を最小限に

とどめるため、流域全体の保全や

地域の安全性を確保するための治

山施設を設置します。

３ 国産材の復活

４ 流域の保全と災害による被害の軽減

［低コスト路網の作設状況］ ［低コスト路網生産システムの現地検討会］

［木材を利用した谷止工］
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② 水源になっている保安林などで

は、浸透・保水能力の高い土壌を

もった森林の維持、造成を進めま

す。

多面的な機能を持つ森林を森林病害虫等の被害から守るため、間伐の的確な実

施等により病虫害、鳥獣害、寒風害、山火事等の森林被害に対して抵抗性の高い

森林を造成するとともに、カシノナガキクイムシ等の被害対策の実施や急増して

いるニホンジカ被害対策等を地域住民等との連携を図りながら、積極的に推進し

ていきます。

また、野生鳥獣との共存にも配慮した森林づくりを進めていきます。

５ その他

［整備した保安林］



対 象 森 林 面 積

単位：百 ha

国有林、官行造林別 森 林 の 区 分
森林計画区 総 面 積

国有林野 官行造林地 水土保全林 森林と人との共生林 資源の循環利用林

能登 １ － １ － － １

(石川県） １ － １ － － １

湖北 １０５ １０２ ３ ６９ ３０ ６

(滋賀県） １０５ １０２ ３ ６９ ３０ ６

大阪 １１ １０ １ － １０ １

(大阪府） １１ １０ １ － １０ １

円山川 ６２ ４３ １９ ３５ ８ １９

(兵庫県） ６２ ４３ １９ ３５ ８ １９

日野川 ６１ ５７ ４ ２２ ３４ ５

(鳥取県） ６１ ５７ ４ ２２ ３４ ５

江の川下流 １１３ １０４ ９ ５８ １０ ４５

(島根県） １１２ １０４ ９ ８９ １１ １２

江の川上流 １３９ １２４ １５ １０８ ７ ２４

(広島県） １３７ １２４ １３ １０８ ７ ２２

山口 ３８ ２９ ９ ２７ １ １０

（山口県） ３８ ２９ ９ ２７ １ １０

５３０ ４６９ ６１ ３１９ １００ １１１

計

５２７ ４６９ ５９ ３５０ １０１ ７６

［差引］ [ －３] [ ０] [ －３] [ ３１] [ １] [ －３５]

注：上段は現行計画、下段は新計画。

注：四捨五入により計は一致しない場合がある。



経常樹立を行う森林計画区の計画量 （８森林計画区）

伐 採 立 木 材 積 （千ｍ３ ） 造林面積（ha） 林 道（km） 治 山

治 山 事 業
流域名 主 伐 間 伐 合 計 人工造林 天然更新 開 設 拡 張

施工地区数

国 有 林 官行造林 計 国 有 林 官行造林 計 国 有 林 官行造林 計 国 有 林 国 有 林 国 有 林

能 登 － ７ ７ － － － － ７ ７ － － － － －

湖 北 ３ ３０ ３３ ４４ － ４４ ４７ ３０ ７７ １１ ０ － ４ ２８

大 阪 ５ １５ ２０ ３０ ０ ３０ ３５ １５ ５０ ６ ２７ － ３ ８

円山川 ２ １５３ １５５ ５８ １２ ７０ ６０ １６５ ２２５ ２ ７ － － ２

日野川 ２ ４５ ４７ ４４ ６ ５０ ４６ ５１ ９７ ２ ４ － ２３

江の川下流 ５５ １３０ １８５ ２１９ １ ２２０ ２７３ １３１ ４０５ １５９ － １ １ １８

江の川上流 ７６ ４１ １１７ ４０２ ２８ ４３０ ４７８ ６９ ５４７ １２７ ２５ ６ － １２

山 口 ２６ ６６ ９２ １００ ２５ １２５ １２６ ９１ ２１７ ６２ ７ － １ １４

計 １６９ ４８７ ６５６ ８９７ ７２ ９６９ １０６５ ５５９ １６２５ ３６９ ６６ １１ ９ １０６

注：計は端数の関係で合致しない場合がある。



現行計画と新計画との対比

（１）伐採立木材積 単位：千ｍ３ （２）造林面積 単位：ｈａ

主 伐 間 伐 総 数 人工造林 天然更新
流域名 流域名

現行計画 新 計 画 現行計画 新 計 画 現行計画 新 計 画 現行計画 新 計 画 現行計画 新 計 画

能登 ８ ７ １ ０ ９ ７ 能登 － － － －

湖北 ４４ ３３ １７ ４４ ６１ ７７ 湖北 ６ １１ １８ ０

大阪 １２ ２０ ２７ ３０ ３９ ５０ 大阪 １３ ６ １ ２７

円山川 ２８２ １５５ ３７ ７０ ３１９ ２２５ 円山川 ６６ ２ ８０ ７

日野川 ３１ ４７ ４２ ５０ ７３ ９７ 日野川 ２９ ２ １０４ ０

江の川下流 ２３８ １８５ ２５９ ２２０ ４９７ ４０５ 江の川下流 １８８ １５９ １４３ －

江の川上流 ２８７ １１７ ３３１ ４３０ ６１８ ５４７ 江の川上流 ６４４ １２７ ２３５ ２５

山口 １５３ ９２ ６８ １２５ ２２１ ２１７ 山口 １６１ ６２ ２ ７

計 １０５５ ６５６ ７８２ ９６９ １８３７ １６２５ 計 １１０７ ３６９ ５８３ ６６

（３）林道新設 単位：ｋｍ （４）治山事業量 単位：施工地区数

流域名 現行計画 新 計 画 流域名 現行計画 新 計 画

能登 － － 能登 － －

湖北 ３８ ３８ 湖北 ８ ２８

大阪 － － 大阪 － ８

円山川 ３ － 円山川 ２ ２

日野川 ３ ４ 日野川 ６ ２３

江の川下流 ２７ １ 江の川下流 ３５ １８

江の川上流 ２８ ６ 江の川上流 ２８ １２

山口 ２ － 山口 １４ １４

計 １０１ ４９ 計 ９３ １０６
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